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うえられたこの機体は.‐ 人体の模傲・という点において.Mk‐ I

以上の完咸度を持つと言われるほどのスペックを獲得するに

至つた。特に近接戦働時の挙動は.武術や剣技の達人さながらで.

あたかも騎士であるかのような華題さを兼ね備えているという

証言も残されている.ちなみに.機体コードのMS・ F・ は
‐
フジタ・

のイニシヤルを表すとされている。また.本機にはフルアーマー

化のプランも存在している.
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“人体の模倣"を目指したムーバブル・フレーム発展改良機。
■MSF‐007ガンダムMk‐エ
「MSF‐007ガンダムMk‐皿」は.エウー」がグリーン・ノア1から強等したティターンズ製の
RX‐ 178ガンダムMk‐Πを解析し.そのデータを基にAE(ア ナハイム・エレクトロニクス)が独自
に開発した機体である。Mk‐Ⅱに採用されていた各種の技術は画期的なものが多く.当時AE
が推進していたfZ(ゼータ)計画」に多大な影響をもたらした.特にムー′

'ブ 'い

フレーム関連
の概念や技術に魅了されたフジタ博士10.Mk‐Πが指向していたであろうヨンセブトをさらに

推し進め.独自の発展的改良を力DえたガンダムMk―Ⅲを開発する。ガンダリウムγ(ガンマ)の

導入や手持ちの技術を横断的に採用することによつて.Mk‐Шのムー′
'ブ 'い

フレームはより
人体に近い挙動の再現が可能となつた。さらにジェネレーターや各種武装なども新規にあつ
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0本商品の対象年齢は15才以上です。対象年齢未満のお子様には絶対に与えないてください。

●小さな部品がありますので、小さなお子様が誤つて飲み込まないように注意してください。

窒息などの危険があります。

●ビニール袋を頭からかぶつたり、顔を覆ったりしないてください。窒息する,:恐れがあります。

●尖つた部分や鋭い部分がありますので、取り扱いや保管場所に注意してください.

思わぬケガをする恐れがあります。

お買い上げのお客様へ 必ずお読みください。

△ 注 意

t ′l: (X印は使用しないパーツです。)
Cバーツ (X2)

Aバーツ(イ ロプラ) Bパーツ(ブルー) a蒻菫■匡D αZ菫目匡D
(ステロール樹脂 :PS)(ステロール樹脂 :PS)
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ブルー

カラーシール¨̈…………………1

マーキングシール …̈…………1

〈組み立てる時の注意〉
●組み立てる前に説明書をよく読みましょう。

●部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切り取

りましょう。切り取つた後のクズは捨ててください。

●部品の加工の際の刃物、工具、塗料、接着剤などの

こ使用にあたっては、それぞれの取扱説明書をよく

読んで正しく使用してください。

●塗装には、より安全な『水性塗料』のこ使用をおすす

めします。

(ステロール樹脂 :PS)

匝
=亜

≡函亙∃
(ポ リエテレン :PE)

Xク リアバーツの中には、製造工程上気泡が入っているものがありますがこ了承ください。
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説明書をよく読んで完成させましょう。

ヽ

一３に１０
」

04 05 腕部Wi‖ U‖□

黎
4

y′

´●‐

“

〃
ち

■
覆

lQ 11 腰部〔WttST U■ m

イ

■ ●
「
．」
¨

専用シールド

匝ョ専用ビーム・サーベル
層
ａ
燿
召
■
■
０

●
ａ
●
塚
■
■
８

ｎ
Ｊ

米画像の完成品は

塗姜 してあります。
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部品の向きや左右など、イラストをよく見て組み立ててください。

01
STEPl

組立 01 で使用するパーツ

A(イロプラ) B(ブルー)

az■■ED

D(グ レー)

・カラーシール

Θ

[胸部の組立]
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向きを
かえます.

向きを
かえます

向きを
かえます.

滑 PCO βヘ
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≠
り
・D

前
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・ CヨZZ日ロロ
=目

Dマークの付いた部品は、下の図のようにキレイに切り取ります。

×説明●でC=ZロロDと表記されているパーツには嚢側等にゲートがあります.

●の印が付いている部分は忘れないようにされいに切り取つてください。

。そ
D ×
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●

αZ■■D 、ヽ
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アンダーゲートの切り取りかた

X説明書のパーツに書いてある番号と同じものをランナーから探しま
しょう。(パーツリスト表と合わせて見ると、探しやすいてしょう。)

ブレー ト

バーツ番号

4

※イラストは一例です。

部品の探しかた

ここを切る
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。(

0ます、パーツから少し離れた
位置にニッパーの刃を入れて
切り取ります。

※イラストは
一例です。

ニッパーの刃をバーツに密着
させてゲートを切り取れば、
されいに仕上がります。

バーツの切り取りかた

桑漁』0
PC° 」甲)

部品の前後を示して
います。
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0● 0の順に
組み立てます。
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〈横から見た図〉
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米イラストは一例です。
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方が下側

注意してください。

部品の向きに注意
する記弓です。
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01 ‐3
αZ■四D
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PC(グ レー)
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07 ‐1 07 ‐2

組立 07 □ 09 で使用するパーツ

A(イ ロプラ) C(ブルー) (× 2

[脚部の組立]
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07 ‐6 08

□

[右脚の組立]

RIGHT LEG

αZ■四D

[左脚の組立]

LEFT LEG
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αZ■四D
′ A0Ａ

」ヽ
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一前
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前  A②
｀

―
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a四■塞ED a四
==ED aZ=EED

X小さい穴の方

d

[腰部の組立]

WA:ST UN:T D④
※穴の大きい
方が上側

向きを
かえます. PCOヽ

E0

前
ヽ

X奥までしっかりと、
はめ込みます。

C日圏D PC②
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●Z"※奥までしっかりと、

はめ込みます。
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・組立圧]巨]で使用するパーツ
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※組立図中の
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A⑩「
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匡
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Ｆ
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X脚の可動範囲が広がり
ます。

※説明のため、一部
イラストを省略して
います。

く横から見た図〉

[バックパックの組立]

BACK PACK

B⑬

組立 12. で使用するパーツ

B(ブルー
) C(ブルー) 02) D(グ レー)

az■■ED a=■ ■ED a=■
=ED

PC②
EO

・カラーシール

PC②
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D①
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」ヽ
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ラ
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穴の方 D②

…

前 D⑮ 穴の方
ヽ

…

〈下から見た図〉
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く下から見た図〉
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部品を数値の
個数作る 田

両側に同じバーツ
を取りつける 田

向きに注意 して
錮み立てる

“

′

匡豆互コ](X2)EC(グ レー)|
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前
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〈横から見た図〉
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αZ■四D

マ CO

□:国ロ
国 回 B①

αZ■四D
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一

′
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‐
【

一

12 ‐5 12 ‐6

…

PCO

BO.

●Z■四D

PCO

B⑩
CO

4 PCO

αZ=四D

ラ

レ

B⑫
αZ■四D 国 ロ

前
に
・

一則

澳も□:国回

国口縄
=シ

ール
□

反対側に取り
付けるパーッ []】1搬:てる

組立図中の

記号説明
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A0

A0
ジ ″

ノイゝ ´

こ亀

1513 14

13

SITEP3
組立 13 14 15 で使用するパーツ

A(イ ロプラ) B(ブルー) C(ブルー)

〈武器用手首〉

X手首は外しておきます。

CO

SBl(ク リアビンク

・カラーシール

DO

[ビーム・ライフル]

A⑮

麒
国

▲

「 □,翼 )

⌒

A⑩ (3ア

[専用シール ド]

BO

国 田

D0

日田

D②
向きを
かえます.

D④

:ツ
:Φ

X小さい

穴の方

PC②

D0

14 ‐1

短いT

PC②

長い

[専用ビーム・サーベル]
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かえたもの

図

11

■

図
どちらかを選ん

て取りつける■
向きに注意 して

組み立てる
反対,11に取り

付けるバーツ国口χ署省

匝 コ 匝 口 02)[コロ(グ 2三]
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前
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く内側から見た図〉

「
7]1部品を数値の

2望」個数作る
※組立図中の

記号説明



14 ‐2

15 -2

15 ‐1 ×ビーム・ライフルから外した
エネルギーパックを取り付ける
こともできます。

※各エネルギーパックは

自由な位置に取り付けて

ください。

A⑮
燿
臼
″

A(D

力
囲一）

．

０

0
Ｌ
▼

こ鍼鰊 A

A①

ロロ](左手でもヽてます。)

X武器用手首を

分解しておきます。

,D⑩

SB1 0

し

▼

の
協

協
吻
膠
珍

▲

１
１

マ

※バンダイプラモデル

アクションベース1

(別売り)を使用して

ディスプレイする
こともできます。

上ヽげのお客様へ)万が一部品に不良品がありましたら、その部品を取りはずし.商品名、部品の記号、部品番号.

てヽ.下記までお送りください。良品と交換させていただきます。また.部品をこわしたり、なくした

必要な部品の記号・番号・数量をかく

(D注文された理由(0で口む)(こわしたなくした)

部品番号 取扱説明書 シール類 その他の部品

各60円 各60円

82円 120円

部品注文カー ド

よび送料は変更する場合があります。部品代には、消費税が含まれています。郵送料が改訂さ

2015.01/T・ ON ※コピー使用可

。子お送りした部品に不良がある場

ませんので予めこ了承ください。

《お買し

不具合の症状を書し

《料金表》●部品代、送料は切り取つた1個の料金です。

れた場合は新料金が適用されます。

F10R USEIN JAPAN ONLY.

“

口EE) 0194862料金表を参照していただき.商品番号′商品名/部品の記号/部品番号′
場合は部品通販をご利用ください。代金は

(部品注文カードのコピー.手書き可).部 品代+送料の料金(100円単位数量を明記していただき.部品注文カード 1/100SCALE RE/100シ リーズ
を定額小為替.100円 未満を切手)と共に封書 | こてお送りください(封書の豪に必ずお客様のお名前/ご住所/年

ガンダムMk‐Ⅲ
意した際の重■によつて変わります。また.別途手数料が必要な送齢をお書きください)。 送料は実際に部品をご用

1足分はこ請求、超過分は残額をお返し致します。ただし、それ以外付方法をご希望の場合、別料金となります.料金の不
在庫がない場合は誠に申し訳ございませんがご注文をお返し致にかかつた手数料等はお客様のご負担となります。
ては、商品・部品の発送及び情報の提供以外には使用致しません.します。ご記入いただきました個人情報につきまし

″bandal‐ hObby.neυ SC)/2007′ 10′post_55.html
部品注文の方法は、HPでもご紹介しております。詳しくはhap

注文のしかた」をご参照ください。通信費等はお客様のご負担となりますレ「BE品
ンセル、交換、返品は受付けておりの注文内容の変更、キャ合を除き、お客様都合で

●部品の価格お

■申し込み先
〒420‐ 8681 静岡県静岡市葵区長沼500‐ 12

(株 )バンダイ静岡相談センター TEL 054-208‐ 7520

・日〔pこ連絡可能な電話番号  年齢

(        )(  才 )

R2279783                       '15.01

□
両側に同 じバーツ

を取りつける

，
●
１
１
‐

′

′

■
田
即

150円部品代

郵送料 205円

・電話受付時間 月～金曜日

(祝 日を除く)lo:00～ 16:00

・電話番号|まよく確かめてお間違い

のなしヽようにこ注意ください。

※組立図中の

記号説明12



Seal O Towt+T,v-+>ar-,r,o!6afi rm*U.<rirLr"

∩
‐――

■肩部

6FleO
お好みで
お貼りください。

①⑩は
両肩にお好みで
お貼りください。

喜側は① !qE@

■頭部・田部

外側のみ
反対側も同様

EEtrrs@
右,1も同様

反対園はG)

r)、 も側も同様

右腰も同様

も腕も曰崚

反対側も同様

右腕も同様

反対側も同様
右脚も同様

Erifil,OO

ヽ
ヽ
野
＝
漁

米余つたマーキングシールは好きな所にもつてください.

※説明のため.―→

“

画像を省日しています.※冒●と実薔の商品とは多少興なります

反対,Iも同様

反対側も同様

右帥も同様

反対側も同様
右mも同様

13

このマーキングシールはプラモデルオリジナルのものです。
貼り指示は一例ですのでイメージに合わせてお貼りください。
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WEAPO‖ &MECHANISM
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(〕 l」NDAⅣ ilⅥ k“朧
■風部
バルカン砲の代わりにビーム・キャノン

と運動した独自のシーカーデバイスが

搭載されている.Zガンダムに採用さ

れた部材を多く使用しているため.い

わゆる・Z系
‐
の顔立ちをしている.こ

れ|`単に調達の問題であったとされて

いるが.ま錮は不明である.

1′10o scnl【 Mool■ R:軸■‐m〔
"`■

10R10 MSF‐00フ カンタムMlk・肛

ロピーム・ライフル

百式およびMk‐Πと同型のエネルギーバックを使

用可能なデユアルサプライシステムを試験的に

採用している.2系統のメガ粒子キヤバシタを錮

み合わせたビームドライブ機構を併用すること

で.例えば―射でエネルギーを使い果たすような

適用法t,想定されていた.

■ 専 用 シール ド

本体の装甲材と同じ錮成のガンダリウム合金製で.

壼側にエネルギーバックをマウントして携行すること

ができるほか.装着したままで専用ビーム・サーベル

のドライプも可能.ネモ系に採用されていた部材を

使い.機体との′
'ラ

ンスに配慮して設計されている.

■背部′ヽ―ニア

■饉部バーニア

■ビーム・キヤノン

バックパックに大容量のエネルギー

CAPとアクセラレーターを錮み合わ

せたビームレギュレーターデバイス

を備え.最大出力で連射しても機体

がエネルギーダウンしないよう配慮

されている.また.専用の熙準システ

ムにより.バイロットloトリガー操作

のみに集中できる。

∫
縣

ロバインダー&スラスター

百式のウイングバインダーとZガンダムのスタビレーターを組み合わせたよ

うな機能を持つアクティプスラストバインダーを採用し.バツクバックの三基

のメインスラスターと

'aみ

合わせることで.機体の優れた運動性を最大限に

活かした高い機動性を発揮する.

■ムーバブル・フレーム

Mk‐■のムーバブル・フレームを薇屁的に解析したフジタ博士は.各3にガングリウムγを積極的

|こ採用することでいくつかの腱弱性を改善し.構造の単純化やバーツ単位でのプラッシユアップ

を加え.軽量化やレスポンスの改善など.更なる高性館 ヒを達jtした.

MSF‐ 00フ ガンダムMkI SPEC

●全高:220m/頭 頂高:19.5m/本体■曇:321t/全備重■:482t/ジエネレーター出力:2.022kw/

装甲材質 : ガングリウム合金/センサー有効半径■1.500m/テ 購良:ビーム・サーベル.ビーム・キャノン.ビーム・ライフル.シールド 豪データはストーリー上の設定です.

PA:‖TING[塗装]

■よリリアルに[上げたい方は.下の薔本色をご口ください.※菫薔にはより,全な「水性菫H」のご使用をおすす0します.

※カラー配合|ま■考饉であり.□ ●とカラーガイドの色は異なる●合″あります。

⌒

、`/ 0
センサー
クリーンロの法姜色
デイトナグリーン(100%)

また
`ク

リアーグリーン|●〕%)0
カメラアイ
ィエロー部の義 色
クリアーイエロー("ヽ )

+ホワイト(10%,0
本体等
ラィトブルーの重 色

すみれ色

“

O%)+みず0(3"
+ホワイト(3%, 0

本体等
レッド3の生装色
シャインレット(95"
+ホワイト(5%) 0

バインダー.日等
オレンジ部の控艶
オレンジイエロー('Oヽ )

+ホヮイト(30%)

口
"等グレー部の鐘姜e

ホヮイト60%)
+ミ ットナイトブルー(40%,

ビー1,ラィフル
ブループレー●の塗姜色
ホヮイト(40"+ミ ッドナィトブルー(“

"+インデイカレー(20%)

※ここに掲れ ていう情報は2015年 1月 現在のものです.

口腰部バーニア
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